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1Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the tenth article based on our research and results in which we studied the problems 
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［一二］ 今有積五萬五千二百二十五步。 問爲方幾何。 荅曰、 二百三十五步。
［一三］ 又［一］有積二萬五千二百八十一步。 問爲方幾何。 荅曰、 一百五十九步。
［一四］ 又有積七萬一千八百二十四步。 問爲方幾何。 荅曰、 二百六十八步。
［一五］ 又有積五十六萬四千七百五十二步四分步之一。 問爲方幾何。 荅曰、
七百五十一步半。






















　　 ［一三］また、面積が 25281 平方歩である。問う、正方形の一辺はどれほどか。答えに
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いう、159 歩である。
　　 ［一四］また、面積が 71824 平方歩である。問う、正方形の一辺はどれほどか。答えに
いう、268 歩である。
　　 ［一五］また、面積が 564752 1―4 平方歩である。問う、正方形の一辺はどれほどか。答
えにいう、751 1―2 歩である。
　　 ［一六］また、面積が 3972150625 平方歩である。問う、正方形の一辺はどれほどか。
答えにいう、63025 歩である。
開方［7］
術曰、置積爲實。 借一算、步之、超一等 ［8］。 議所得、以一乘所借一算爲法、而以除［9］。
除已、倍法爲定法［10］。 其復除、折法而下［11］。 復置借算、步之如初。 以復議一乘之［12］、
所得副以加定法、 以除。 以所得副從定法［13］。 復除、 折下如前。 若開之不盡者、
爲不可開、 當以面命之［14］。 若實有分者、 通分内子爲定實、 乃開之。 訖、 開其母、































　実に面積 55225 を置く。  　　　 借一算を一、百、万と一つ飛ばしで位を進める。
実 5 5 2 2 5 実 5 5 2 2 5
借算 1 ← ←
③「議所得、以一乘所借一算爲法」　　　　　　④「而以除［9］」
　 自乗が借算の位の数（5）を超えないように　　法で実（の借算の位）を除いていく（割る）。
　 2を選び、借算の 1 をかけて法とする。　　　
議所得 2 議所得 2
実 5 5 2 2 5 実 1 5 2 2 5
法 2 法 2




実 1 5 2 2 5 実 1 5 2 2 5
定法 4 定法 4






2 議所得 2 3
実 1 5 2 2 5 実 1 5 2 2 5
定法 4 定法 4 3




議所得 2 3 議所得 2 3
実 2 3 2 5 実 2 3 2 5
定法 4 3 定法 4 6




2 3 2 3
実 2 3 2 5 実 2 3 2 5
定法 4 6 定法 4 6





議所得 2 3 5 議所得 2 3 5
実 2 3 2 5 実
定法 4 6 5 定法 4 6 5










　　　 564752 1―4 ＝
2259009―4 であるから「定実」は2259009である。これの平方根を求める









































[10][劉注]倍之者、 豫張兩面朱冪定袤、 以待復除、 故曰定法。
訓読：之を倍するは、予め両面の朱冪を張りて袤を定め、以て復除を待つ、故に定法と曰う（46）









































[14][劉注]術或有以借算加定法而命分者、 雖粗相近、 不可用也。 凡開積爲方、 方之自乘當還
復其積分。 令不加借算而命分、 則常微少。 其加借算而命分、 則又微多。 其數不可得而定。 故
惟以面命之、 爲不失耳。 譬猶以三除十、 以其餘爲三分之一、 而復其數可舉。 不以面命之、 加
定法如前、 求其微數。 微數無名者以爲分子、 其一退以十爲母。 其再退以百爲母。 退之彌下、




























　　（5 1） を開平して が得られたとする。この時「定法」は 、余り
は である。 を とすると、その自乗は であるか


































又按、此術 「開方」 者、求方冪之面也。 「借一算」 者、假借一算、空有列位之名、而無除積之實。
方隅得面、是故借算列之於下。 「步之、超一等」 者、方十自乘、其積有百、方百自乘、其積有萬。
故超位至百而言十、 至萬而言百。 「議所得、 以一乘所借算爲法、 而以除」 者、 先得黄甲之面、
以方爲積者兩相乘。 故開方除之、 還令兩面上下相命、 是自乘而除之。 「除已、 倍法爲定法」 者、
實積未盡、當復更除、故豫張兩面朱冪、〔定〕 [一]袤以待復除、故曰定法。 「其復除、折法而下」 者、























































































































注：（6 9）上注（67）と同じく、｢徽の術｣とは円周率 とするもの。この値によれば、 
歩となる。
訳：私の術によれば、当に円周は6119―50歩とすべきである。
[20]臣淳風等謹 〔按〕 [一]、 依密率、 爲周六十一步一百分步之四十一。
校訂：［一］郭書春匯校本には「按」字は無いが、聚珍本によって「按」字を補う。
訓読：臣淳風等謹みて按ずるに、 密率に依れば、 周は六十一歩一百分歩の四十一と為す（70）。













[21][劉注]此術以周三徑一爲率、 與舊圓田術相返覆也。 於徽術、 以三百一十四乘積、 如
二十五而一、 所得、 開方除之、 即周也。 （開方除之、 即徑） [一]。 是爲據見冪以求周、 猶失之

























依密率、 八十八乘之、 七而一。 按周三徑一之率、 假令周六徑二、 半周半徑相乘得冪三。 周六
自乘得三十六、 倶以等數除、 冪得一、 周之數十二也。 其積、 本周自乘、 合以一乘之、 十二而一、
得積三也。 術爲一乘不長、 故以十二而一、 得此積。 今還元、 置此積三、 以十二乘之者、 復其
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